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与論島の淡水産甲殻類について
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　はじめに

南西諸島の中央部に位置する与論島は隆起礁

原の島で，表面水系もほとんどなく，湧水域もあ

まり知られていない島である．そのため，淡水域

の生物相，特に十脚甲殻類についてはほとんど研

究されていなかった．しかしながら，本島南東部

に位置するインジャゴの湧水においてシマチスジ

ノリ Thorea gaudichaudii C. Agardh の生育が確認

される（洲澤．他，2010）など，近年，本島湧水

部の生物相に注目が示されるようになった．

著者らは，2011 年 2 月に与論島全島の湧水域

を対象とした甲殻類生息調査を予備的に実施し，

鹿 児 島 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク（ 鹿 児 島 県，

2003）で絶滅危惧 II 類，環境省レッドデータブッ

ク（環境省，2006）で準絶滅危惧種（NT）に指

定 さ れ て い る サ キ シ マ ヌ マ エ ビ Caridina 

sakishimensis Fujino & Shokita を含む淡水産甲殻類

の生息を確認したので，ここにその概略を報告す

る．

　材料と方法

調査は，2011 年 2 月 26 日に与論島の幹線道路

脇の水溜り，根津栄，インジャゴ，前浜，ウマン

コ，シゴーの 6 地点の陸水域で行った．

採集には，間口 25 cm，目合い 1 mm のタモ網

を用い，石の下や裏側，コンクリートの壁面，植

物の根や水草内を中心に採集した．採集したエビ

類は一部を種の同定のために持ち帰り，そのほか

は観察後放流した．

　結果と考察

今回は，予備的に調査したので，生息量とサ

イズ組成については正確な情報を得ていない．し

かしながら，今後の調査に対する情報として量的

な概略も可能な限り記すこととした．

1．幹線道路脇の水溜り

本地点は，図 1 にも見られるように雨の少な

いときは比較的流れの緩やかな状態を呈してい

る．本地点において，今回大型十脚甲殻類は採集

されなかったが，ヨコエビ類と等脚類が 1–2 個体

採集された．

2．根津栄の湧水域

本地点では，トゲナシヌマエビ Caridina typus H. 

Milne Edwards が比較的多く採集された．今回の

調査で採集された個体中，最大サイズの個体（お

そらくメスと思われる）が多く出現した．
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Shimoarata, Kagoshima 890–0056, Japan (e-mail: suzuki@
fish.kagoshima-u.ac.jp). 図 1．幹線道路脇沿いの水溜り．
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3．インジャゴの湧水域（図 2）

本地点では，比較的多数のトゲナシヌマエビ，

およびサキシマヌマエビ Caridina sakishimensis 

Fujino & Shokita が 2 個体採集された．また，少

数ではあるが，テナガエビ科のエビ類が生息して

いた．トゲナシヌマエビは図 3 に見られるように

中小型の個体が主に生息していた．

4．前浜

前浜は，インジャゴなどの下流部に位置し，唯

一と言っていい表面水系の河口域である．ただ，

今回調査に行ったときには完全に海と繋がること

はなく．海側で伏流水となっていた（図 4 左）．

また，海岸道路を挟んだ上流側は，3 面側溝になっ

ている（図 4 右）．

本地点では，トゲナシヌマエビが 1 個体確認

できたが，上流部の 3 面側溝については採集自体

行わなかった．

3 面側溝の上流には溜池があるため，その上流

図 2．採集調査を行ったインジャゴにて．

図 3．インジャゴで採集されたヌマエビ類．

図 4．前浜の汽水域（左）と道を隔てた上流部（右）．

図 5．シゴーの遠景（上）および人口のプール（下）．下図
では奥に天然のプールがある．
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部に位置する根津栄やインジャゴのトゲナシヌマ

エビの生息に関して，どのような生活史がこの溜

池以降の下流汽水域で展開されているかは，とて

も興味深いところである．今後の研究に期待した

い．

5．ウマンコ（与論小学校の南側）の湧水

本地点でもトゲナシヌマエビが比較的多数採

集された．そのサイズは最大サイズには及ばず，

中型が多く，小型の個体は少ない印象であった．

6．シゴー

本地点は，海岸に面した人工の池で，直ぐ山

側には天然の小さなプールがある（図 5）．

ここには多くのトゲナシヌマエビ，テナガエ

ビ類が採集され，かつ目視された．ただ，そのサ

イズは他の地点よりはるかに小さく，サイズ組成

の季節変化からその生活史を推察する生態学的研

究が急務と考えられた．

今回の予備調査では，表面水系の非常に少な

い与論島においても陸水産甲殻類のうち，テナガ

エビ類とトゲナシヌマエビおよびサキシマヌマエ

ビが生息していることが明らかになった．

特に湧水部においてトゲナシヌマエビとサキ

シマヌマエビの生息が確認されたことは，ヌマエ

ビ類の生活史研究や生態学的研究にとって重要な

情報と考えられる．ただ，これら湧水部は住民に

とっても神聖な場所であるので，調査は前浜やシ

ゴーなど下流部で継続して行う必要があると思わ

れる．
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